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市
制
移
行
へ
の
展
望

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

　
２
月
16
日
に
県
知

事
と
県
議
会
議
長
に
要
請

書
を
出
し
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
後
の
県
議
会
代
表
質

問
と
一
般
質
問
に
対
す
る

県
知
事
答
弁
で
は
、本
村

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
勘
案

し
た
県
条
例
の
見
直
し
と

市
制
施
行
後
に
新
た
に
担

う
福
祉
業
務
を
見
据
え

た
人
事
交
流
や
国
と
の
協

議
、届
出
な
ど
の
諸
手
続

き
に
お
い
て
も
円
滑
に
進

み
、本
村
が
市
制
施
行
で

き
る
よ
う
適
時
適
切
に
支

援
す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
条
件
整
備

は
整
う
方
向
に
進
ん
で
い

る
の
で
、今
後
、住
民
と
の

意
見
交
換
と
併
せ
、議
会

と
共
に
目
標
と
す
る
26
年

１
月
の
市
制
移
行
の
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

今
年
度
予
算
の
特
徴

　
今
後
の
財
政
見
通
し
は

　
①
戦
略
的
な
予
算

配
分
と
し
た
中
味
は
。

②
今
後
の
村
債
残
高
増

加
や
財
政
見
通
し
は
。

①
当
初
予
算
編
成
で

は
、住
民
の
夢
と
絆
を

育
む
政
策
推
進
の
た

め
、「
滝
沢
ら
し
さ
の
確

立・
若
者
の
定
住・
食
育

の
推
進
」を
重
点
政
策

と
し
て
捉
え
、予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　【
重
点
配
分
】

○
交
流
拠
点
複
合
施
設
整

備
事
業
、新
設
校
整
備

事
業
及
び
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備

検
討
事
業
。

○
補
助
費
等
で
は
、雫
石・

滝
沢
環
境
組
合
負
担

金
、滝
沢
村
企
業
立
地
補

助
事
業
等
の
増
額
に
よ

り
約
１
億
７
千
４
百
万

円
の
増
額
。

　【
削
減
】

○
旧
ご
み
焼
却
施
設
解
体

関
連
事
業
が
事
業
最

終
年
度
に
よ
り
大
幅
減

額
。中
学
校
武
道
場
建

設
事
業
が
交
付
金
前

倒
し
に
よ
り
23
年
度

に
予
算
計
上
さ
れ
、普

通
建
設
事
業
費
全
体

と
し
て
対
前
年
度
で
約

１
億
６
千
６
百
万
円
の

減
額
。

○
物
件
費
は
、住
民
基
本

台
帳
シ
ス
テ
ム
更
新
事

業
等
な
ど
約
１
億
３
千

　
７
百
万
円
の
減
額
。

②「
財
政
見
通
し
」に
つ
い

て
は
、本
年
２
月
、今
後

の
５
年
間
の
新
規
村
債

発
行
額
及
び
公
債
費

を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

交
流
拠
点
複
合
施
設

整
備
事
業
、新
設
小
学

校
整
備
事
業
及
び
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
事
業
実
施

に
よ
り
、村
債
残
高
は

24
年
度
以
降
増
加
し
、

28
年
度
末
に
お
い
て

約
１
６
３
億
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。公
債
費

の
償
還
は
、今
後
年
間

12
億
円
程
度
の
元
金
の

償
還
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、新
規
発
行
村

債
は
、プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し

た
上
で
発
行
し
、将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
を
確
立

し
、中
期
財
政
計
画
を

指
針
と
し
、適
正
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

「
き
ず
な
基
金
」支
援

　
　
ど
う
展
開
す
る
か

　
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
の「
き
ず
な
基
金
」の

支
援
事
業
ど
う
す
る
か
。

　
今
年
度
は「
基
金
」の

１
千
万
円
を
財
源
と
し
て

被
災
地
の
復
興
支
援
を
目

的
に
、団
体
等
が
自
主
的

に
行
う
活
動
に
対
し
て
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。基

金
残
高
は
、３
千
７
百
万

円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
清
水
選
手
応
援
で

　
相
模
原
市
と
交
流
を

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
岩
清
水
梓
選
手
の
共
同

応
援
を
通
じ
、相
模
原
市

と
の
人
・
物
の
交
流
を
図

り
将
来「
姉
妹
都
市
」提
携

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
村
で
は
、今
回
の
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
で
の
応
援
会
開
催
も
予

定
し
て
お
り
、一
緒
に
応
援

し
て
一
体
感
を
持
て
れ
ば
、

大
変
有
意
義
で
す
。

　
ま
た
、相
互
の
応
援
活

動
を
き
っ
か
け
に
多
方
面

の
交
流
に
繋
が
り
、行
政

の
み
な
ら
ず
多
く
の
住
民

の
交
流
に
発
展
で
き
る
よ

う
期
待
し
て
い
ま
す
。

問

問

問

問

答

答

答

答

市
制
移
行
に
伴
う

　
　
県
等
の
支
援
は
ど
う
か

県
条
例
見
直
し
な
ど

　
　
　
適
時
適
切
に
支
援
表
明

高橋 盛佳議員
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７
割
が
市
制
移
行
に

賛
成
と
い
う
が
、
今
一
つ
住

民
の
機
運
の
盛
り
上
が
り

が
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
今

後
の
住
民
浸
透
策
、
機
運

醸
成
策
を
伺
い
ま
す
。

 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

７
割
の
賛
成
の
回
答
が
あ

り
、
議
会
の「
市
制
度
調

査
特
別
委
員
会
」
よ
り
市

制
が
進
む
べ
き
方
向
と
の

報
告
が
あ
り
、
滝
沢
村
商

工
会
か
ら
は「
村
の
取
り

組
み
に
協
力
応
援
す
る
」

と
あ
り
、
ま
た
自
治
会
連

合
会
か
ら「
よ
り
強
い
自

治
体
と
し
て
市
と
し
て
発

信
す
る
べ
き
」
と
の
声
明

が
出
さ
れ
る
な
ど
村
全
体

で
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
若
い
世
代
や
女

性
の
皆
さ
ん
、
説
明
の
行

き
届
い
て
い
な
い
住
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
一
歩
踏

み
込
ん
だ
方
法
で
、
丁
寧

に
説
明
す
る
機
会
を
作
り

機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

 

若
者
定
住
策
、
商
工
業
振

興
策
、
企
業
誘
致
策
は

 

　
市
制
移
行
後
は
、
今

以
上
に
若
者
定
住
を
図
り

商
工
業
振
興
、
企
業
誘
致

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
振
興
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

　
若
者
定
住
は
重
点

政
策
と
し
、
三
項
目
の
施

策
を
掲
げ
、
約
２
億
円
の

予
算
を
投
じ
事
業
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
商
工
業
振
興
は
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
費
補
助

金
事
業
を
通
じ
住
宅
関
連

企
業
を
活
性
化
し
、
ま
た
、

中
小
企
業
振
興
資
金
制
度

や
小
規
模
小
口
資
金
融
資

制
度
で
中
小
企
業
者
及
び

個
人
事
業
者
の
利
便
を
図

り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
に
お
い
て

は
、
村
内
に
三
つ
の
大
学

が
あ
る
こ
と
の
利
点
を
活

か
し
、
産
学
官
共
同
事
業

を
継
続
す
る
と
共
に
人
材

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
型
企
業
誘

致
促
進
事
業
補
助
制
度
を

創
設
し
ま
す
。

　
具
体
的
誘
致
活
動
と
し

て
は
、
盛
岡
西
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
の
早
期
完
売
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
全
室
入
居
に
向
け
て
努

め
て
い
き
ま
す
。

温
暖
化
対
策
地
方
公
共
団

体
実
行
計
画
は

 

　
温
暖
化
対
策
地
方

公
共
団
体
実
行
計
画
の
趣

旨
を
伺
い
ま
す
。

   

　
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
抑
制
等
の
た
め
の
実
行

計
画
で
あ
り
、
法
律
に
よ

り
都
道
府
県
や
中
核
市
以

上
の
市
が
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
村
で

は
、
法
律
上
の
義
務
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
温

暖
化
対
策
の
推
進
に
有
効

な
も
の
と
し
て
、
23
年
度

と
24
年
度
の
２
年
間
で
策

定
す
る
も
の
で
す
。
23
年

度
は
地
域
の
特
性
や
二
酸

化
炭
素
の
発
生
の
現
状
等

基
本
的
事
項
を
調
査
し
、

24
年
度
に
排
出
抑
制
等
の

計
画
を
具
体
的
に
策
定
し

ま
す
。

火
葬
費
用
の
補
助
制
度
は

 

　
火
葬
費
用
の
一
部

補
助
制
度
の
内
容
を
伺
い

ま
す
。

 

　
補
助
金
交
付
要
綱

の
詳
細
は
現
在
策
定
中
で

す
が
、
利
用
料
金
が
３
万

円
を
超
え
る
場
合
に
、
超

え
た
額
に
つ
い
て
２
万
円

を
上
限
と
し
て
補
助
で
き

る
制
度
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
24
年
10
月
に
施
行
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
育
成
の

現
状
は

 

　
自
主
防
災
組
織
育

成
の
現
状
と
連
絡
会
議
設

立
の
趣
旨
を
伺
い
ま
す
。

 

　
27
自
治
会
中
21
自

治
会
に
自
主
防
災
組
織
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
に
全
自
治
会
に
自

主
防
災
組
織
を
設
置
す
る

こ
と
に
努
め
る
と
共
に
、

24
年
度
内
に
連
絡
会
議

を
設
立
し
、
各
自
主
防
災

組
織
の
情
報
の
共
有
や
相

互
に
連
携
し
た
訓
練
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更

な
る
防
災
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
は

 

　
公
共
施
設
へ
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
つ
い
て
趣
旨
を
伺
い

ま
す
。

 

　
役
場
庁
舎
は
、
災
害

発
生
時
等
に
お
け
る
災
害

対
策
本
部
と
し
て
、
停
電

時
に
お
い
て
も
防
災
機
能

を
保
持
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
自
家
発
電
設
備
を
補

完
す
る
設
備
と
し
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
は
必
要
と
考
え
て
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
導
入
地
方
公
共
団
体
支

援
基
金
事
業
を
活
用
し
、

役
場
庁
舎
等
に
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
の
太
陽
光

発
電
施
設
を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

問答

答

答

答

答

答 市
制
移
行
に
向
け
て
、

　
　
今
後
の
機
運
醸
成
策
は

広
く
住
民
に

　
　
　
説
明
す
る
機
会
を
図
る

黒沢　明夫議員

しののめ会
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問
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▲平成26年1月の市制をめざして




